
　長
年
持
ち
続
け
た
夢

地
元
の
中
島
町
で
演
劇
人
と
し
て

何
か
を
し
た
い
。
日
本
大
学
卒
業
後

約
10
年
間
持
っ
て
い
た
思
い
を
、
日

本
大
学
芸
術
学
部
演
劇
学
科
の
藤
崎

周
平
教
授
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

本
谷
智
子
さ
ん
、
中
島
町
在
住
の
丸

山
英
邦
さ
ん
、
他
に
も
多
く
の
人
に

相
談
し
ま
し
た
。
地
域
住
民
に
喜
ん

で
も
ら
え
て
地
域
の
特
性
に
合
う
も

の
を
考
え
「
学
生
を
呼
び
込
ん
だ
ら

面
白
い
の
で
は
」
と
い
う
案
に
辿
り

着
き
ま
し
た
。

こ
う
し
て
始
ま
っ
た
ノ
ト
ゲ
キ
。

当
初
、
学
生
は
2
人
だ
け
の
予
定
で

し
た
。「
あ
と
数
人
一
緒
に
や
り
た

い
人
が
い
る
か
も
」
と
演
劇
学
科
内

で
募
集
す
る
と
希
望
者
は
15
人
。
想

定
外
の
多
さ
に
感
じ
た
の
は
、
大
所

帯
で
う
ま
く
い
く
の
か
と
い
う
不
安
。

実
際
、
滞
在
場
所
と
ア
ル
バ
イ
ト
先

の
確
保
や
食
料
の
調
達
に
は
苦
労
し

ま
し
た
。
最
終
的
に
は
多
く
の
人
に

助
け
て
い
た
だ
き
、
ノ
ト
ゲ
キ
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
厚
意

で
家
を
貸
し
て
く
れ
た
中
島
町
在
住

の
水
上
彌
八
郎
さ
ん
。
ア
ル
バ
イ
ト

の
受
け
入
れ
先
と
な
っ
て
く
れ
た
9

カ
所
の
事
業
所
の
皆
さ
ん
。
食
料
を

分
け
て
く
れ
た
り
学
生
た
ち
に
多
く

の
体
験
を
さ
せ
て
く
れ
た
り
と
お
世

話
に
な
っ
た
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
。

本
当
に
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

学
生
た
ち
が
滞
在
中
に
吸
収
し
た

も
の
を
作
品
に
し
た
4
つ
の
企
画
。

そ
れ
ぞ
れ
着
眼
点
も
表
現
の
方
法
も

異
な
り
ま
す
。
作
品
を
見
て
、
ノ
ト

ゲ
キ
を
終
え
て
、
助
け
て
く
れ
た
皆

さ
ん
と
学
生
が
口
に
す
る
の
は
「
楽

し
か
っ
た
」
と
い
う
言
葉
。
目
指
し

て
い
た
以
上
の
も
の
に
な
っ
た
と
思

い
、
何
よ
り
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

演
劇
は
人
と
人
を
つ
な
ぐ
ツ
ー
ル
だ

と
私
は
思
い
ま
す
。
新
た
な
つ
な
が

り
を
増
や
し
て
い
け
る
よ
う
、
今
後

も
ノ
ト
ゲ
キ
を
運
営
し
て
い
き
た
い

で
す
し
、
ノ
ト
ゲ
キ
が
終
わ
っ
て
も

学
生
た
ち
と
中
島
町
の
皆
さ
ん
に
は

つ
な
が
り
続
け
て
ほ
し
い
で
す
。

演劇のまち×ニチゲイ

４作品の企画者の思い
「演劇のまち」中島。ここに日本大学芸術学部演劇学科（ニチゲイ）の学生17人が、8月10日から約3週間滞在しました。

目的は、能登での生活で得たものを演劇などの作品にすること。その名も「ノトゲキ」プロジェクト。
普段は東京で生活している学生たち。都会から離れた暮らしの中で、何を感じ、どう表現するのか。

中島町での滞在開始から作品が完成するまでを追いました。

中島町出身の舞台俳優。現在は主に東京で活
動し、ノトゲキの発起人として運営や学生のサ
ポート役を担いました。

ノトゲキ実行委員長　滝腰　教寛さん

『この町で過ごした私たちのこと』

生艸 東子さん（左）
宇田 奈々絵さん（右）

受け入れてよかったと
思ってもらえたらベスト

いぐさ とうこ

たかひろ

え
い
ほ
う

構成・演出
『－舞踊－猿田彦』

地元のものを取り入れた
日本舞踊に

鈴木　翔媛さん
しょうえん

構成・創舞

『あなたのとぼくの』
土屋　康平さん構成・演出

能登の人の話を劇にしよう―中島町を満喫して話を
聞き忘れ、計画は断念。大人が祭りを楽しむ。野菜を
くれたり体調を気遣ってくれたりと無償の愛を与えて
くれる。地域の雰囲気や人柄に、衝撃を受けるととも
に思い出した、祖母の話を作品にしました。作品を見
て、皆さんの記憶も思い起こしてほしいです。

誰かの話を聞いて自分の記憶を
思い起こす感覚を味わってほしい

4年生になり、将来の生き方を考えるようになりまし
た。滞在生活を経験し、音楽を聞いて1人で過ごして
いた人が、イヤホンを付けなくなるなど、みんな変化し
ていきました。個人の空間と誰かと共有する空間、他
人と家族。境界線を探りながらこれからどう生きてい
くか、作品を見た人にも考えてもらいたいです。

当初は猿田彦を女方として創舞するつもりでした。
本物の衣裳や面などを借りることができたため、童
心溢れる子どもの精霊のような存在に変更。正直、
地域の皆さんに受け入れてもらえるか不安でした。踊
りを含め、日本舞踊特有の芝居のような動作からス
トーリーを感じてほしい作品になりました。

約3週間の記録を、ドキュメンタリーに近い形で表現
しました。台本はほぼありません。イメージ以上に地
域の人が優しく、この環境だから共同生活ができたと
思います。一生分の夏を過ごしたような、充実した時
間を過ごさせてくれた中島町の皆さんに「受け入れて
よかった」と思ってもらえたらうれしいです。

『生活を大きく拡げて、パノラマと見なせ』
三橋　亮太さん構成・演出

作品名 作品名

作品名
作品名

滞在生活を終え、
これからどう生きるのか

学生たちが滞在した家。
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　中
島
町
で
の
生
活

8
月
10
日
、
地
域
住
民
に
向
け
て

ノ
ト
ゲ
キ
の
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
る
ま
で

の
経
緯
や
思
い
、
受
け
入
れ
て
く
れ

た
こ
と
へ
の
感
謝
な
ど
を
口
に
す
る

学
生
た
ち
。
初
め
は
緊
張
の
せ
い
か

ど
こ
と
な
く
硬
い
表
情
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
説
明
会
後
の
懇
親
会
で
は

住
民
と
打
ち
解
け
、
会
場
は
に
ぎ
や

か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

滞
在
中
に
計
画
さ
れ
た
の
は
、
新

宮
納
涼
祭
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の

参
加
、
地
元
中
高
生
に
向
け
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
地
域
住
民
と
の

交
流
を
深
め
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

そ
の
様
子
を
の
ぞ
く
と
、
毎
回
目
に

す
る
の
は
笑
顔
で
し
た
。
学
生
た
ち

に
七
尾
の
印
象
を
聞
く
と
「
人
が
優

し
い
」「
親
戚
の
よ
う
に
受
け
入
れ
て

く
れ
る
」
と
地
域
住
民
の
人
柄
の
良

さ
に
衝
撃
を
受
け
た
こ
と
を
う
れ
し

そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
初
め

て
体
験
す
る
農
業
な
ど
の
ア
ル
バ
イ

ト
や
奉
燈
の
担
ぎ
手
。
日
が
経
つ
に

つ
れ
て
つ
な
が
り
が
増
え
、
一
緒
に

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
た
り
海
に
入
っ

た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
…

明
る
い
学
生
た
ち
も
稽
古
の
と
き

は
真
剣
な
表
情
に
。
初
稽
古
で
は
、

演
出
に
悩
む
企
画
者
の
姿
が
あ
り
ま

し
た
。
ど
う
表
現
し
た
ら
伝
わ
る
か
、

こ
れ
は
絶
対
に
取
り
入
れ
た
い
な
ど
、

悩
み
な
が
ら
も
稽
古
に
取
り
組
む
学

生
た
ち
。
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
が
混
ざ

り
合
い
、
作
品
を
少
し
ず
つ
完
成
さ

せ
て
い
き
ま
し
た
。

17
人
の
共
同
生
活
は
大
変
な
こ
と

も
。
違
う
環
境
で
生
き
て
き
た
者
同

士
が
同
じ
空
間
で
過
ご
す
こ
と
で
、

と
き
に
は
ぶ
つ
か
り
合
い
ま
す
。
譲

れ
る
と
こ
ろ
を
考
え
た
り
ル
ー
ル
を

作
っ
た
り
し
な
が
ら
、
学
生
た
ち
自

身
も
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　い
よ
い
よ
本
番

約
3
週
間
の
滞
在
を
終
え
、
舞
台

に
立
つ
学
生
た
ち
。
本
番
前
に
は
発

声
練
習
や
集
中
す
る
姿
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。
幕
が
上
が
る
と
堂
々
と
作

品
を
発
表
。
地
域
住
民
へ
の
感
謝
を

伝
え
る
場
面
で
は
涙
ぐ
む
学
生
も
。

4
つ
の
企
画
、
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
演

出
で
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
、
会
場
か

ら
は
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

「
ま
た
来
た
い
」「
こ
こ
に
住
み
た

い
」
と
学
生
た
ち
は
話
し
、「
ま
た
来

て
ほ
し
い
」「
楽
し
か
っ
た
」
と
中
島

町
の
人
は
話
し
ま
し
た
。
約
3
週
間

の
濃
厚
な
夏
休
み
を
過
ご
し
た
学
生

た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
も
演
劇
が
結
ん

だ
縁
を
つ
な
ぎ
続
け
て
い
き
ま
す
。

1住民向け説明会後の懇親会。「これからお世話になり
ます」と会話が弾みました。
2地元の農家団体、能登新鮮組でのアルバイト。ネギ畑
の雑草を取り除きました。
3七尾の新鮮な魚介を使った手巻き寿司パーティ。あっ
という間にお皿は空に。
4能登中島駅での「未来郵便」。1年後の自分宛てに手紙
を書きました。
5初稽古では企画者が演出の指導をしました。
6新宮納涼祭に参加。15年以上出されていなかった中奉
燈を新調しました。
7日本舞踊の初稽古。企画者の指導に熱が入っていました。
8カフェ遊帆でのアルバイト。常連のお客さんと話に花が
咲きました。
9中島地区コミュニティセンター釶打分館での流しそうめ
ん。地元の子どもたちと仲良くなりました。
10中高生向けのワークショップ。ゲームを通して、演劇に
必要な想像力やコミュニケーション力などを鍛えました。
11本番直前。円陣を組んで気合を入れました。

11
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　舞台に立つと、学生たち
の雰囲気が変わりました。
アルバイトで来てくれてい
た土屋君の演出は面白
かったし、猿田彦が出てく
る演出では、5歳の子ども
が見入っていました。それ
ほど魅力があるのだと思い
ます。いつかプロの役者に
なって能登演劇堂の舞台
に戻ってきてほしいですね。

　祭りの共演に中島町民の心をつか
まれました。見る人の想像をかき立て
る内容の劇もよかった。今後もこういう
輪が広がればいいなと思います。

アルバイト受け入れ先の農家団体
能登新鮮組

大森　幸太郎さん

　初めは安全面などで心配
はありました。でもせっかく
来てもらったからには楽しん
でほしい。奉燈を担ぐなど七
尾らしい体験をしてもらえた
かと思います。作品を見て、
演劇が好きという気持ちが
伝わってきました。アルバイ
トをしながらの生活で時間
がない中、よく完成させたな
と感心しました。ぜひ今後も
この企画を続けてほしいです。

新宮納涼祭で一緒に奉燈を担いだ
藤瀬壮年団

丸山　力洋さん

ノトゲキを見てどう感じましたか？ノトゲキを振り返る

仁介　三代子さん
（中島町河内）

に すけ

こう の

りきしょう

えいほうけい  なじょう

　演劇で田舎ににぎわいを作っても
らったいい企画だと思う。若い人たちの
エネルギーを感じるいい作品でした。

　わざわざ来たかいがありま
した。能登の人の支援の大き
さ、深さを感じ感動しました。

牛島　千寿さん
（神奈川県）

こう感じました こう感じました こう感じました

約3週間の共同生活は、一日一日がと

てもパワフルでした。新宮納涼祭などで

の非日常的な大きな感動から、家の前を

タヌキが通った！といった小さな感動まで、

毎日たくさんの感動を体験しました。今年

が初めての試みとなったノトゲキ。何もか

もが手探り状態の中、何とか企画を成功

させようという先輩の頑張りを、唯一3年

生だった私が次に繋げていきたいです。

地域の皆さんからは「来年もまた来てくだ

さい」と言ってもらえてとてもうれしかった

です。来年以降、地元の人が毎年楽しみ

にしてくれるような、中島町に根付いた企

画になればと思っています。

他力本願。ネガティブな意味で捉えら

れることが多い言葉ですが、本来は「全て

の人間は他者の力によって生かされてい

る」という意味だと中島町の人に教わりま

した。毎日のように分けてもらう野菜や地

域の皆さんのご厚意、祭りやイベントなど

での強い共同体の結び付き。滞在中、さ

まざまな形でこの言葉を実感しました。

舞台を作ることも、他者を認めること

が前提にあります。それは、時に痛みや苦

しみを伴います。でもだからこそ、想像以

上の作品と喜びが生まれる。中島町の温

かさから、演劇人として忘れてはいけない

ものを学ばせていただいた23日間でした。

七尾市を盛り上げたい、演劇を通じ

て何かしたい、という滝腰さんの気持

ちに共感しました。「演劇のまち」らし

いことが出来たと思います。私が小学

生の頃に中島町で合宿をしていた無名

塾の人と、彼らをお世話していた地域

住民は、今でも交流を続けています。今

回参加した学生の皆さんも同じように、

再び七尾を訪れ、地域の人とつながり

続けてほしいと願っています。来年以

降も滞在制作の企画を続けていきます。

これをきっかけに、いろんな形で演劇

に関わってくれる人が増えたらと思って

います。

日本大学芸術学部演劇学科3年生

清水　渓菜さん
日本大学芸術学部演劇学科4年生

牛島　青さん
ノトゲキ運営委実行委員

丸山　英邦さん

鴻野　俊雄さん
　　　節子さん
（中島町中島）

『この町で過ごした私たちのこと』より『－舞踊－猿田彦』より『あなたのとぼくの』より

『生活を大きく拡げて、パノラマと見なせ』より
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